
　新型コロナ感染症の新たな変異株が出ています。感染
が拡大しないのが一番ですが、第５波の教訓を生かし、
第６波にそなえる準備が必要、と保健福祉委員会で求め
てきました。
　ワクチン接種の３回目が12月からはじまっています。
しかし、ワクチンを接種しても感染することもあります。
ワクチンを接種できない（しない）方もいます。PCR等
検査を無料で何度も受けられる制度をつくり、感染が広
がる前に陽性者を保護して感染拡大を抑えるとりくみを

求めています。また第5波の
ときは医療崩壊・保健所崩壊
が起き、医療関係者、市職員
に大きな負担がかかりました。
保健師が増員されましたが、
不十分です。医療機関への支
援、保健所体制の強化を引き
続き求めます。

新型コロ
ナ 検査・医療・保健所の強化を検査・医療・保健所の強化を

高齢者のくらしを支えるために

速やかな検査実施求める請願に賛成

補聴器の購入助成求める

　第５波ピーク時に1週間で保育所32園が休園し、63園が登園自粛に。
感染者が出て保健所のPCR検査が行われるまで時間がかかり休園が長引
いたことから、速やかなPCR検査実施を求める請願が保護者から出され、
党市議団が紹介会派になりました（賛成少数で不採択）。多様な手立で
社会生活の安定をはかることが大事ではないでしょうか。

　加齢により耳が遠くなると、コミュニケーショ
ンが難しくなったり、場合によっては認知症に
つながることも指摘されています。そこで高額
な補聴器を購入するための補助金を出す自治体
が増えています。補聴器の購入助成制度を求め
る請願の採択を求めました（賛成少数で不採択）。

75歳以上の医療費
２倍化ストップを

　早ければ10月から、75歳以上の医療費窓口負
担が２割になろうとしています。市内４万人、
75歳以上の27％が対象です。私は、富裕層や大
企業に負担を求めて財源をつくり、高齢者いじ
めの冷たい政策をやめるよう討論で求めました
（賛成少数で不採択）。

新型コロナ対策を質問

第６波に
そなえ

日本共産党さいたま市議会議員

●毎月第１・第３水曜
　午後３時～５時まで

●毎月第３水曜日
　弁護士が直接相談に
　のります

ブログ、ツイッター、フェイスブックもやっています

お問い合わせ・お申し込み
松村としお事務所
TEL・FAX 874-9666　緑区三室2713-4

日本共産党さいたま市議団 さいたま市浦和区常盤６－４－４（さいたま市役所内）
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　三室の教育センター跡地の建物解体が終わり「これからどうなるの？」との声が寄せられます。
次は市が同跡地を買い取る手続きが必要です。その後、防災公園をつくるための設計がおこな
われ、工事開始まで約２年必要と考えられます。公園には災害時に避難した際に、かまどにな
るベンチや簡易テントになるバーゴラなどが設置される予定です。まだ時間がかかりますが、
災害時に安心して避難できる公園になるようとりくんでいきます。

　清水市長が市役所を新都心に移転する考えを発表して間
もなく１年。移転は決まっていませんが、タウンミーティ
ングやパブリックコメントなどを次々と実施。移転後の跡
地開発の具体化も進めており、新市役所建設とあわせると
必要な予算は数百億円になります。私が質問で求めた現在
地での建て替え試算もしないまま、巨額の税金を投入し、
住民に大きな影響を与える市長の計画は問題です。

市役所移転を
どう考える？

　来年（2022年）度予算へ要望書を出し、そのなかで市立病院
行のバス路線と本数を増やすこと、コミュニティバスの路線増
や運賃値下げなどを求めました。清水市長はコミュニティバス
に様々な規制（コミュニティバス等導入ガイドライン）をかけ
ていますが、党市議団はこの規制の撤回も求めています。

　浦和美園駅から岩槻駅へ埼玉高速鉄道（地下鉄7号線）を伸ばす計画があ
ります。しかし、これまで岩槻や美園周辺開発に約700億円（今後さらに
300億円予定）＋中間駅周辺開発、地下鉄延伸に870億円＋αかかることが
私の質問で明らかになりました。副市長も「非常にお金のかかる」「巨額の
プロジェクト」と答弁。私は、「これだけのお金をかけるのなら、美園から
大宮へバスを通した方が、早く実現するし、安くすむ」と提案をしています。

身近な交通の充実こそ

地下鉄7号線延伸「非常にお金がかかる」（副市長）

市庁舎等特別委員会で質問（2021年2月）

交通政策を質問（2021年６月）

防災公園へ着々教育センター跡地

バス路線など
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